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題目：論文題名 

 Constraint on Annihilating Dark Matter with Stacking of Local Faint Objects 

       (近傍低輝度銀河の大規模カタログを用いたスタッキング解析による 

対消滅ダークマターの制限) 

主論文の要旨 

ダークマターはその存在の発⾒から数⼗年を経た現在もなお正体が判明していない。ダ
ークマターの有⼒な候補の 1 つである超対称性粒⼦は、対消滅を起こしγ線を放出するこ
とが期待されるため、宇宙γ線の観測を⽤いたシグナル探査によって、その性質を制限
できる。特に、対消滅断⾯積が、現在のダークマターの存在量を説明するために要求さ
れる対消滅断⾯積を下回る場合、そのダークマターモデルをダークマターの候補から除
外することできる。 
本研究では、低表⾯輝度銀河（LSBG）を⽤いて、対消滅断⾯積を制限する研究を⾏っ

た。LSBG を⽤いる利点を挙げる。まず、LSBG の視直径が⼩さいことと星形成活動由来
のγ線が⽐較的少ないことから系統誤差の少ない解析ができることであり、もう 1 つは、
将来的に膨⼤な数の LSBG が発⾒されると期待できることである。これにより、⼤統計
量による系統誤差の少ない対消滅シグナルの探査が可能となる。 
⼀⽅で、対消滅に由来するγ線量の定量化に天体までの距離が必要になるが、ほとんど

の LSBG が⾚⽅偏移未測定であるという難点がある。この課題を解決するために、本研
究ではクラスタリング⾚⽅偏移法を使って各天体の距離情報を補うことを試みた。この
⼿法は、⾚⽅偏移が既知の天体サンプルと未知のサンプルとの間の 2 点⾓度相関を測定す
ることによって、⾚⽅偏移未測定のサンプル全体の⾚⽅偏移分布を推定する⼿法である。
この⼿法を⽤いて、LSBG サンプル全体の距離分布を⾒積もり、天体ごとにその分布に従
った距離をランダムに付与することで、各サンプルに距離情報を与える。 
Dark Energy Survey (DES)の観測データから得られた〜24000 個の LSBG サンプルに対

して、この⼿法を実⾏し、フェルミγ線望遠鏡のデータを⽤いることによって、対消滅
断⾯積に 95％の信頼度で〜3×10^-25 [cm^3/s]（ダークマター質量 100 GeV）の上限値
を与えた。ランダムな距離の付与による各天体のγ線量のばらつきやハロー質量及び質
量分布の不定性を含めた統計誤差は 0.2 dex 程度であった。 
本研究では、⾚⽅偏移未測定の LSBG サンプルに対し、クラスタリング⾚⽅偏移法によ

って距離を統計的に与えることで、⼤規模な LSBG サンプルを⽤いたダークマター対消
滅断⾯積の制限が可能となることを⽰した。 


